
石川工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 基礎数学Ｂ
科目基礎情報
科目番号 20032 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 電気工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 前期:2 後期:4

教科書/教材 教科書：新 基礎数学 改訂版（大日本図書）／  教材：新 基礎数学 問題集 改訂版 （大日本図書）／ 参考書：多数の関
連図書が図書館にある。

担当教員 吉江 佑介
到達目標
１．２次関数が理解できる。
２．べき関数，分数関数，無理関数が理解できる。
３．指数関数が理解できる。
４．対数関数が理解できる。
５．三角関数が理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
到達目標
項目１ ２次関数が理解できる。 基本的な２次関数が理解できる。 ２次関数が理解できない。

到達目標
項目２

べき関数，分数関数，無理関数が
理解できる。

基本的なべき関数，分数関数，無
理関数が理解できる。

べき関数，分数関数，無理関数が
理解できない。

到達目標
項目３ 指数関数が理解できる。 基本的な指数関数が理解できる。 指数関数が理解できない。

到達目標
項目４ 対数関数が理解できる。 基本的な対数関数が理解できる。 対数関数が理解できない。

到達目標
項目５ 三角関数が理解できる。 基本的な三角関数が理解できる。 三角関数が理解できない。

学科の到達目標項目との関係
本科学習目標 1 本科学習目標 2
教育方法等

概要

【授業の目標】
数学的な考え方は科学の理解に不可欠といわれている。専門科目の理解に必要な広範囲の内容を扱い、技術者として必
要な基礎学力を養う。また、数学を用いた課題解決の方法を学び、証明等を通じて論理的な表現力を養う。　
【キーワード】
２次関数，指数，対数，三角比，三角関数，加法定理

授業の進め方・方法

【事前事後学習など】
到達目標の達成度を確認するために，適宜，課題等を課す。
【関連科目】
基礎数学Ａ，解析学Ｉ，代数・幾何Ｉ
【MCC対応】
I 数学，Ⅶ 汎用的技能，Ⅸ 総合的な学修経験と創造的思考力

注意点

【その他の履修上の注意事項や学習上の助言】
定期試験前の学習はもちろん，日常の予習復習も非常に大切である。疑問点などがあれば質問をして解決しておく。
定期試験などを受験するときは，内容を十分に理解しておく。課題などは必ず提出する。
受講中は講義に集中する。スマートフォンなどの電源を切る。他の学生に迷惑を掛けないようにする。
【専門科目との関連】
電気工学科専門科目全般
【評価方法・評価基準】
成績の評価基準として５０点以上を合格とする。前期中間試験，前期末試験，後期中間試験，学年末試験を実施する。
学年末成績：前期中間試験（17.5%），前期末試験（17.5%），後期中間試験（17.5%），学年末試験（17.5%），小
テスト，課題，受講態度や学習への取り組み状況の総合的評価（30%）
前期末成績：前期中間試験（35%），前期末試験（35%），，小テスト，課題，受講態度や学習への取り組み状況の総
合的評価（30%）
＊定期試験，小テストなどで不正行為があれば大きく減点する。
＊講義に集中しなかった場合や他の学生に迷惑を掛けた場合にも減点することがある。

テスト
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 関数とグラフ １．２次関数が理解できる。
2週 ２次関数のグラフ １．２次関数が理解できる。
3週 ２次関数のグラフ １．２次関数が理解できる。
4週 ２次関数の最大・最小 １．２次関数が理解できる。
5週 ２次関数と２次方程式 １．２次関数が理解できる。
6週 ２次関数と２次方程式 １．２次関数が理解できる。
7週 ２次関数と２次不等式 １．２次関数が理解できる。
8週 ２次関数と２次不等式 １．２次関数が理解できる。

2ndQ

9週 べき関数 ２．べき関数，分数関数，無理関数が理解できる。
10週 分数関数 ２．べき関数，分数関数，無理関数が理解できる。
11週 分数関数 ２．べき関数，分数関数，無理関数が理解できる。
12週 無理関数 ２．べき関数，分数関数，無理関数が理解できる。



13週 無理関数 ２．べき関数，分数関数，無理関数が理解できる。
14週 逆関数 ２．べき関数，分数関数，無理関数が理解できる。
15週 前期復習
16週

後期

3rdQ

1週 累乗根，指数の拡張 ３．指数関数が理解できる。
2週 指数関数 ３．指数関数が理解できる。
3週 対数，対数関数 ４．対数関数が理解できる。
4週 常用対数 ４．対数関数が理解できる。
5週 鋭角の三角比 ５．三角関数が理解できる。
6週 鈍角の三角比 ５．三角関数が理解できる。
7週 三角形への応用 ５．三角関数が理解できる。
8週 一般角の三角関数 ５．三角関数が理解できる。

4thQ

9週 孤度法，三角関数の性質 ５．三角関数が理解できる。
10週 三角関数のグラフ ５．三角関数が理解できる。
11週 グラフの拡大と縮小 ５．三角関数が理解できる。
12週 三角関数の方程式と不等式 ５．三角関数が理解できる。
13週 加法定理 ５．三角関数が理解できる。
14週 加法定理の応用 ５．三角関数が理解できる。
15週 後期復習
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学

二次関数の性質及びグラフを理解し、最大値や最小値を求めるこ
とができる。 3

分数関数や無理関数の性質及びグラフを理解し、分数関数や無理
関数を含む不等式に応用できる。 3

与えられた関数の逆関数を求め、その性質を説明できる。 3
累乗根や指数法則を利用した計算ができる。 3
指数関数の性質及びグラフを理解し、指数関数を含む方程式・不
等式を解くことができる。 3

対数の性質を理解し、対数の計算ができる。 3
対数関数の性質及びグラフを理解し、対数関数を含む方程式・不
等式を解くことができる。 3

角を弧度法で表現することができる。 3
鋭角の三角比及び一般角の三角関数の値を求めることができる。 3
三角関数の性質及びグラフを理解し、三角関数を含む方程式・不
等式を解くことができる。 3

加法定理を利用できる。 3

分野横断的
能力

汎用的技能

思考力 思考力

複合的な事象や出来事を分析できる。 3
情報や主張を批判的に検証できる。 3
情報や主張を説得的に提示するための方法を考えることができる
。 3

課題発見力
・問題解決
力

課題発見力
・問題解決
力

直面している事象や出来事を分析して、対応すべき問題を特定で
きる。 3

現状を分析した上で、実現すべき理想との乖離（ギャップ）の中
に含まれる課題を把握できる。 3

問題の解決、理想の実現のために達成すべき目標を設定し、また
、具体的な行動案を検討できる。 3

創造性・デ
ザイン能力

創造性 創造性

専門分野以外の多様なものの捉え方や視点の重要性を認識し、受
け入れることができる。 3

多角的な視点から事象を分析し、対応すべき問題を定義できる。 3
様々な知識を統合的に活用しながら、あらかじめ答えが与えられ
ていない問題に対する解決方法を考えることができる。 3

エンジニア
リングデザ
イン能力

エンジニア
リングデザ
イン能力

クライアントやユーザの要求や実装すべき機能などを把握し、工
学的な要件として把握できる。 3

種々の制約条件の下で、複数の解決方法について検討し、工学的
視点から判断した最適解を提示できる。 3

工学的問題解決方法を実現するためのプロセスを具体的に考え、
進捗を把握しながら、実践できる。 3

評価割合
試験 小テスト・課題 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 70 30 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0


